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【背景・目的】バクテリオファージφX174のスパイクに含まれるHタンパク質は，ファージ粒子中の位置や立体構造が不明のままである。本研究では，Hタンパク質の結晶化を見据えて，立体構造上まとまりのあるドメインを取り出し，・・・

【方法・結果】ヒスチジンタグ融合体(HisH)をV8プロテアーゼ（重量比9:1）を用いて4℃で処理し，経時的に反応液をSDS/PAGEや逆相HPLCによって分析した。HPLCの溶出物を電子スプレーイオン化イオントラップ質量分析装置(ESI-IT-MS)で分析し，アミノ酸配列と得られた精密分子量を照合することで，20種類の断片の配列を一義的に決定した。同定された断片は，・・・
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